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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、細胞外マトリックスへの細胞接着部位（接着斑）におけるアクチン膜への接着に関与する細胞骨格タンパク質をコードしています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されています。これらのアイソフォームはそれぞれ異なる発現パターンを示し、生化学的特性だけでなく生理学的特性も異なります（PMID:9054445）。 [RefSeq提供、2011年8月],機能:細胞外マトリックスへの細胞接着部位（接着斑）におけるアクチン膜結合に​​関与する細胞骨格タンパク質。,PTM:インテグリンを介した細胞接着、胚発生、線維芽細胞の形質転換、およびミトゲンによる細胞刺激後に、チロシン残基がリン酸化される。,類似性:パキシリンファミリーに属する。,類似性:3つのLIM亜鉛結合ドメインを含む。,類似性:4つのLIM亜鉛結合ドメインを含む。,サブユニット:in vitroでビンキュリンおよびc-SRCのSH3ドメインに結合し、チロシンリン酸化されるとV-CRKのSH2ドメインにも結合する。アイソフォームβは接着斑キナーゼに結合するが、ビンキュリンには弱く結合する。アイソフォームγはビンキュリンに結合するが、接着斑キナーゼとは弱く結合する。GIT1、NUDT16L1/SDOS、PARVA、TGFB1I1と相互作用する。細胞質複合体の構成要素であり、GIT1、ARHGEF6、PAK1も含まれる（相同性による）。ASAP2に結合する。リン酸化されていないITGA4と相互作用する。RNF5と相互作用する。
	研究分野
	ケモカイン、VEGF、接着斑、白血球の内皮透過移動、アクチンと細胞骨格の調節、
	画像データ
	

	EGF処理したHeLa細胞ライセートのパキシリン（リン酸化Tyr118）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	ホスホパキシリン（Y118）ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

